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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は,固体メタン相Ⅰにおける微分中性子散乱断面積と全中性子散乱断面積を計算し,その結果を

実験と比較し,一結晶中におけるメタン分子の回転的秩序構造を明らかにすることを試みたものである｡

微分断面積については,種々の入射エネルギTと温度に対し,散乱角の函数として散乱スペクトルを計

算しているO全断面積は,入射エネルギーと温度の函数として求めているO

プロトンによる中性子散乱は,普通,非干渉性であるため,実験結果の解析にさしたる困難はない｡メ

タンの場合には,同一分子内に4ケのプロトソがあり,それらのスピン状態と分子回転がパウリの原理に

より強く結合しているため,散乱は干渉性のものが主となり,慎重な理論的取扱いを必要とする｡申請者

紘,このことを逆に利用して,綿密な計算を行って,メタン結晶相Ⅰにおける回転的秩序構造と中性子散

乱スペクトルとの関係を詳細にあばき出している｡

さらに,まだ観測されていない高い励起回転状態についても,微分断面積測定の最適条件を求めてその

結果を予言している｡全断面積についても,従来の実験が技術上の困難のために不十分な点を指摘し,節

しい実験を授案してその結果を予言している｡

参考論文ほいずれもメタン分子の回転 トンネル準位に関する理論的研究である｡

論 文 審 査 の'緯 黒 の 要 旨

メタン分子は4ケのプロトンを含み,正四面体の対称性をもっている｡これが結晶内でどのような回転

運動を行うか,そのためどのような相転移がおこるかということが,過去50年にわたって実験 ･理論の両

面から執物に追求されて来た｡最近10年間に,その理解は飛躍的に深まり,相 Ⅰと相Ⅰの構造は概ね明ら

かにされるに到った｡その過程で,中性子散乱の実験は,メタン分子内のプロトンの運動を直接観測する

手段として格別重要な意義をもった｡申請者は,専ら理論の側から,相Ⅰにおける中性子散乱のスペクト

ルを詳細に計算し,従来の実験結果を再現し,結晶中の分子の回転運動を明らかにする上で決定的な役割

一一を果たした｡
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のみならず,申請者は,一層正確な情報を得るための最適の実験条件を求め,その結果を予言している｡

このように,本論文は,分子結晶の分野において,固体メタンを最も深く理解された物質の一つに仕上

げる上で極めて重要な貢献を行っている｡同時に,中性子散乱断面積の絶対測定の実験技術を開発する上

で有用な基準系を提供したことも,今後の中性子散乱研究の発展に寄与するものである｡よって,本申請

論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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